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１．目的  

塩分を含むコンクリート中で PC 鋼材が腐食することはよく知られている．しかし，PC 鋼より線は PC 素

線の集合体であるため，表面積が大きく，断面に隙間を有し，PC鋼棒と比較して腐食形態が複雑であること

が考えられる．PC 鋼より線に対する電気化学的測定の有効性について松塚ら 1)が検討しているが，腐食速度

については詳細に検討されていない．そのため，グラウト中の PC鋼より線における腐食の進行傾向を把握す

るため，モルタル中に Cl－を混入させた供試体を作製し，一定期間暴露後に解体調査を実施したので報告する． 

２．実験概要 

 供試体の概形を図－1に示す．長さ 600mm の PC 鋼材に 100×100×400mm のモルタルを打設した．PC

鋼材は PC 鋼棒（丸棒 B 種１号 SBPR φ13mm）および PC 鋼より線（SWPR7BL7 本よりφ12.7mm）を

用いた．鋼材張出し部はブチルテープで防錆処理を行った．モルタルの配合を表－1に示す．乾燥ひび割れを

防ぐため，グラウトではなくモルタルを使用した．Cl－はセメント質量に対して 0，1，2，3％混入し，細骨

材と質量置換した．減水剤は 1970 年代のグラウ

トに使用されたものとした．なお，1要因につき 3

体の供試体を作製した． 

供試体は恒温室内にて湿潤状態で保管し，4 週

間毎に PC 鋼材の自然電位，分極抵抗およびコン

クリート比抵抗の測定を行った．測定に用いたセ

ンサーの照合電極は飽和塩化銀照合電極を使用し

た．解体は打設から 3，6，12 カ月後に行った．

PC 鋼材をモルタルからはつり出し，腐食面積を

測定した後に，JCI－SC1 に基づいて腐食生成物

を除去し，質量を測定した．  

３．実験結果および考察 

３．１電気化学的測定結果 

 各塩化物イオン量のモルタルにおける分極抵抗

の経時変化を図－2 に示す．材齢初期はいずれの

モルタルにおいても腐食速度大の領域を示したが，

材齢約 100日以降は腐食速度小の領域付近で推移

した．材齢 300日以降は一部で安定領域を示した．

また，塩化物イオンの混入量が多いほど，分極抵

抗の値は小さい傾向を示した．なお，同図は PC

鋼棒の場合であるが，PC 鋼より線でも同様の傾

向が得られた． 
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図－1 供試体の概形 

表－1 モルタルの配合 
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図－2 分極抵抗の経時変化 
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 各塩化物イオン量でのモルタル比抵抗の経時変化を図

－3 に示す．材齢初期は腐食可能性大の領域を示し，材齢

100 日以降で不確定領域の境界付近で推移するなど，分極

抵抗と同様な傾向を示した．なお，同図は PC 鋼棒の場合

であるが，PC 鋼より線でも同様の傾向が得られた．した

がって，電気化学的測定結果より，モルタルを打設した初

期に PC 鋼材の腐食が進行しやすく，その後は安定すると

考えられる．この原因として，材齢初期はモルタルの水和

反応が不完全で，進行している状態にあることと，供試体

を湿潤状態で保管したが，経時的に鋼材周囲でやや含水率

が低下していった可能性が考えられる． 

３．２腐食面積率 

 各暴露期間における PC 鋼棒の腐食面積率を図－4 に示

す．Cl－0％の供試体以外は暴露 3カ月で 7％程度の腐食面

積が生じた．その後，Cl－1％の供試体では，腐食面積率の

増加傾向は緩やかであるが，Cl－2，3％の供試体では暴露

12カ月で大きく腐食面積率が増加した．各暴露期間におけ

る PC 鋼より線の腐食面積率を図－5 に示す．腐食面積率

は，全体的に PC 鋼棒よりも小さいが，同様の増加傾向を

示した．腐食面積率に差が生じた理由は，筆者らが腐食性

状について検討した結果 2)より，PC 鋼棒は全面的に腐食

が生じやすいが，PC 鋼より線はより合わせ部に沿って腐

食が集中する傾向にあることが一因と考えられる． 

なお，質量減少率に関しても PC 鋼棒および PC 鋼より

線ともに，腐食面積率と同様であり，いずれの塩化物イオ

ン濃度の供試体も暴露 3カ月でやや質量が減少し，塩化物

イオン濃度が 2％以上の供試体では，その後も質量減少が

進行する結果が得られた．しかし，質量減少率に関しては

PC 鋼棒よりも PC 鋼より線の方がやや大きい傾向を示した．これは PC 鋼より線において，腐食がより合わ

せ部に集中することにより，質量減少が進行しやすい可能性が考えられる．以上より，PC鋼材の種類に関わ

らず，電気化学的測定結果は同様の傾向が得られるが，腐食形態の違いから腐食面積および質量減少などの腐

食速度に差が生じる可能性があると考えられる．  

４．まとめ  

1) PC 鋼材の腐食はモルタルの材齢初期に進行しやすく，その後は緩やかとなるが，塩化物イオン量が多い

場合には材齢に関わらず腐食が進行する． 

2) 電気化学的測定結果が同等でも，PC 鋼材の種類による腐食形態の違いから，腐食速度に差が生じる可能

性があると考えられる． 
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図－4 PC 鋼棒の腐食面積率 

図－3 モルタル比抵抗の経時変化 
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図－5 PC 鋼より線の腐食面積率 
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